















がそのまま伝聞表現として機能するもの( ~ 4.1.)、スケは「ト言ワ+ケ(目撃性) J の表現が文
法化したもの (~5.I.)である。これをふまえ、両形式の基本的意味は次のように示される。
トの基本的意味
当該のことば、および情報が他から与えられたものであることを表す( ~ 4.2.) 
スケの基本的意味






スケ:特定の情報源がある場合に限って使用される ( ~6.2.2.) 
c. ト ・(伝聞用法の場合)独話状況では使えない。































起( ~ 2.2.) 、生起する文タイプ( ~ 2.3.)、他のモダリティ形式との共起 (~2.4.)、文末詞










居住歴か5 歳:福島県福島市 5・7 歳:同保原町 7・12 歳: r司郡山市
12・ 14 歳:同白河市 14-18 歳:同福島市 18・25 歳(現在) :大阪府豊中市
このうち福島市と保原町が県北地方に含まれる(保原町は福島市のベッドタウン)。なお、
ト、スケは筆者と同じ若年層ではそう頻繁に用いられない形式であるため(主に共通語的な

















(10) a. 五十嵐は大学に行グンダ作ド/スケ}ガ。 [Yes-No 疑問文(カ後接)】
b. 五十嵐は大学に行グンダガ{ド/*スケ}。 【Yes-No 疑問文(カ前接)】
(1 1)五十嵐はどこに行グンダ{ド/スケ}o [疑問詞疑問文】


























るのは話し手以外の人物の認識になる。特に、いわゆる f真正モダリティ形式J -(仁閏 199 1)
















3. r引用」と f伝聞J について
次節以降の記述を先取りすることになるが、トは引用標識としての機能を本来的に持っ







たがって、考察にあたっては f伝聞j とともに「引用J という概念からの説明が必要にな
る。しかし、「他から与えられたことば・情報j を表すものとして引用表現と伝聞表現は相
通じた意味を持っており、ときとして混同されやすい。そこでー無用のュ混乱を避けるため、
本節では共通語に留する先行萌究をふまえ、「引用J と f伝聞j の定義、相違点をあらかじ
め確認しておく(共通語においても福島方言においても、「引用J r伝聞J としづ意味論的
なカテゴリーは共通して認められると考える)。
本稿では、藤田 (2003) にならい、「引用表現j は「もとのことばをその形を引き写して
再現する形で示そうとするものj 、 f伝聞表現J は f言語的情報を受けいれて、その内容を
自らのことばで伝えようとするものj と定義する。
引用表現の場合、どのようなことばも所与のものとして引き写すことができるが (25a) 、
伝聞表現はそのようなことはできない (25b) (以下、引用表現としては r~ と言ったJ 、伝
開表現としては fそうだj の例を挙げる)。
位5) a 真吾は、思わず「あれれJ と言った。
b *真吾によれば、あれれそうだ。(藤田 2003:24 より)
また、引用表現では話法の対立が見られるが、伝聞表現では話法の対立が生じない。
(26) a 山崎氏は、私が正しいと言った。
b 山晴氏によれば、私が正しいそうだ。 (26a は藤田 2000:148 より)
例えば、引用表現の (26a) は、ダイクシスの取り方によって、 f私J = J山崎氏j という
直接話法的な読みと、「私j ニ「話し手J (26a を発話した当人)とし、う間接話法的な読みの
両方が可能になる。これは、所与のことばを元の発話者である f山崎氏j の視点のまま引
き写したものか(直接話法)、話し手の視点に直して引き写したものか(間接話法)の違い
である(話法については藤田 2000:147・ 154 参照)。一方、伝聞表現では文全体を通して視点





















































れる。もちろん、 (27) (28) を比較すればわかるように、両用法の間には連続性も認めら
れるが、~ 3.で示したとおり、引用と伝聞は概念的にはっきりと区別されるものである。な
お、引用と伝簡の両用法を持つ点、ノダを介すると伝聞と解釈されやすい点、から、トは、
共通語でいえば「と J よりも「ってJ (山崎 1996 参照)に似ているように思われる cr と J
は引用標識としての性格が強く、伝聞表現としては使われにくいように思われる〉。
4.2. トの基本的意味


















このことを考えると、ツケ(>スケ)のツも f ト言ウj に由来しているものと考えられ
る(例えば、松木 2006 もツケを「引用+イウ系j の形式としている)。また、福島方言に
は文末詞としてケという表現が存在し、これがツケのケにあたるものと考えられる。つま







に近い意味を持つ(中畠 1992、森山 1995、藤田 2000:394・400 参顛)ことからも、それが伝
聞の意味にずれ込んでいったことは自然に理解される。 r言う j という意味の動詞が文法化
を経て伝聞の表現になる事象は通言語的に見られるもののようで (Heine and Kuteva 
2002:265) 、スケもその一例といえよう。
一方、文末調ケは東日本諸方言に広く分布する形式であり、渋谷(1999;2006) 、竹田 (2004) 、
松丸 (2004) などが記述するように、事態の目撃性に関わっている。そして、目撃した事




















いる(仁田 1992、森山 1995 参照)。したがって、 (r明日休みだっけ ?J のように、語用論
的に閤し、かけになることはあるが)基本的に独話的な「思い出しJ のケは伝開表現になじ
まない。それよりは、福島方言のケも以前は広く目撃性の表現として使われており、その
6) ただし、 (35) のカッコ内は本文中の解説を筆者がまとめなおしたもの。


















(40) a. ばあちゃんが「田んぼで、遊ぶなJ ド言ウ。
b. *ばあちゃんが「田んぼで遊ぶなJ スケ。





(cf. ポスターが f言う j ことはありえないので、「日曜は選挙だJ という情報は
「言う j としサ動作から得られた情報ではない。)
このように、文法形式スケにおいて、 f言う j の語集的な特性はほぼ失われていると考えら
れる。






8) 小林論文は仙台市方言のケに f報告j という用法は認めていないが、 f太郎は今日、 2 時間
















(45) (天気予報によれば)明日は雨ダ{ド/スケ} 0 (以上、(1) (2) 再掲)
(46) (電話を受けた母親が)お父さん、今日は遅グナル{ド/スケ}。
(47) 俺、昨日の晩は酔って暴レダンダ{ド/スケ}。
(48) (父親が息子に)お前、今度のテスト O 点ダッタンダ{ド/スケ}ナー。
ト、スケが伝聞表現であること、つまり話し手自身の思考過程を経ていないことは、次
の点から確認される。例えば、話し手自身の思考内容ではないので、 (49) のようにいと












































どのいわゆる擬似モダリティ形式(仁田 1991) に限られ、真正モダリティ形式の「ベj (共







つまり、 (58) (59) のように世の中に漠然と流布しているような情報についてはスケを使
うことはできないc






































たj という意味が含まれるからと考えられる。つまり、 (63) のような文で問題になってい
るのは「学校が休みj としづ情報ではなく、「自分は先生が『学校は休みだ』とし、うのを呂





















山 1995 の議論を参照。 cf. f??彼はいつ結婚するそうだ? J) 。
これに対し、スケが疑問文の形をとるのは、スケにおいては情報が他から与えられるの
を「目撃したj ことが問題になるためと考えられる。つまり、「そのような情報が発される

























ケは、例えば r~ という話だっけ(か) ?J などの表現でパラフレーズすると意味的には
鍛たものになると思われる。
(71) えーっと、明日は雨という話だっけ(か) ? 
なお、 トも、引用用法と解釈されるような場合ならば、上昇イントネーションをともな
って疑問文になることがある。
(72) 太郎:先生に f廊下iこ立ってろJ って言われた。
次郎: r廊下に立ってろ」ド?
9) 渋谷 (1999) によれば、山形市方言における疑問文のケは、「記憶を検索したが思い出せな
し、j という意味の他lこ、 r(太郎の見張りを命じた親が)どうだった? 太郎はちゃんと宿題
シタケガ、 ?J のように、積接的に聞き手に間L、かけ、報告を要求する意味も持つG しかし、
















(75) a ト :伝聞のほかに、引用標識としても用いられる。
スケ:引用標識としては用いられない。 (~6ユ1.)
b. ト :情報源が不特定の場合でも使用される。
スケ:特定の情報源がある場合に限って使用される ( ~ 6.2.2) 
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